
食肉等の生食による畜種別食中毒発生状況（平成 16年～25年） 

 

○畜種別食中毒患者数について 

  病因物質 牛 豚 鶏 馬 鹿 猪 鴨 合鴨 駝鳥 

細菌 カンピロバクター・ジェ

ジュニ／コリ 

851 25 2,543 0 0 0 15 0 5 

腸管出血性大腸菌（VT

産生） 

308 

※1 

0 0 0 1 0 0 0 0 

サルモネラ属菌 51 32 190 0 0 0 0 4 0 

その他の病原大腸菌

（O125、O145） 

5 15 0 0 0 0 0 0 0 

その他の細菌（カンピロ

バクター・フィタス等） 

6 0 15 0 0 0 0 0 0 

小計（延べ数） 1,221 72 2,748 0 1 0 15 4 5 

ウ イ

ルス 

ノロウイルス 61 0 27 0 0 0 0 0 0 

E型肝炎ウイルス 0 0 0 0 0 1 0 0 0 

小計（延べ数） 61 0 27 0 0 1 0 0 0 

寄 生

虫 

サルコシスティス 0 0 0 20 0 0 0 0 0 

小計（延べ数） 0 0 0 20 0 0 0 0 0 

不明 不明 0 0 7 22 5 0 0 0 0 

小計（延べ数） 0 0 7 22 5 0 0 0 0 

合計（延べ数） 1,282 72 2,782 42 6 1 15 4 5 

合計（実数） 1,282 40 2,782 42 6 1 15 4 5 

平成16年～平成 25年厚生労働省食中毒統計から作成（食肉等の生食料理が原因食品に報告されたもの） 

 

※1 平成 23年に 5名の死者の報告あり 

 

※2 食中毒統計では報告されていないが、肉類の生食と関連づけられた E 型肝炎ウイルスにより劇症

肝炎となり死亡した事例が、豚（平成 16年）及び猪（平成 15年）でそれぞれ 1名報告されている（参

照 1,2）。また、平成 11年 4月～平成 20年第 26週までの感染症報告によると、E 型肝炎の報告のう

ち経口感染で豚の記載があったものは 52件、猪は 31件、鹿は 24件報告されている（参照 3）。 
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